
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
発表演題名 「内容分析」を用いた健診時ストレスチェック結果の質的データ解析につ

いて 

発表学会名 平成２１年度地方衛生研究所全国協議会東海北陸支部環境保健部会 
発表者名 市川 宏枝 （健康長寿推進室） 

開催場所 三重県津市 プラザ洞津 

発表日時 平成 ２１年 １０月 １日（木） 

発表内容 健診時ストレスチェックおいてスクリーニングされた「過剰ストレス

該当者」への個別面接相談記録をもとに「内容分析」の手法による質的

データ解析を行い、受診者のストレス要因の特徴を抽出した。 
個別面接を受けた 355名分の個別記録内容(自由記載)から名詞のみ

を抽出、カテゴリー化し、その出現率に着目して性別・年代別にその特

徴を見た。 
その結果、男性全体では、「健康・病気に関する名詞」が最も多く出

現し、次いで「家族に関する名詞」、「仕事に関する名詞」であった。年

代別にみると、40歳代、60歳代以上では、「健康・病気に関する名詞」、
「家族に関する名詞」が多く出現していたが、30、50歳代では、「仕事
に関する名詞」が最も多く出現していた。一方女性では、「家族に関す

る名詞」の出現が最も多く、次いで「健康・病気に関する名詞」、「気持

に関する名詞」であった。また、年代別にみると、60 歳以上になると
「健康・病気に関する名詞」の出現率が高くなっていた。 
男女ともに「健康」や「家族」に関する名詞の出現率が高く、これら

に関することが日常のストレスの要因となっていることがわかった。ま

た、男女を比較すると、男性より女性のほうが「気持に関する名詞」の

出現が多かった。これは女性が気持ちや感情を他者に訴えることができ

るのに対し、男性は、自分の気持ちや感情を自覚することや訴えること

ができにくく、女性よりもストレスの重篤化などによる問題に発展しや

すいことを示しているのではないかと考えられた。 
 


